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酒田商工会議所

①八雲神社 永禄８年（１５６

５）に創設され、移転を繰り返

し植林開拓に携わり、地域に

頼りにされてきた歴史があり

ます。八雲の社名の由来や

キウリ天王さんの謂われも興

味深いです。境内に長屋形

式のお店が並んでいました。

②日和橋 大正１２年１０月

竣功の橋の欄干が歩道の中

に残り、昔は停車場通りの一

部でした。酒田と西荒瀬村の

分岐点で鷹町稲荷から福徳

稲荷を経て本間美術館北側

に流れる大堰の橋でした。

③鷹町稲荷神社 宝永３年

（１７０６）平田大町組浜畑分を

植林開拓して１２４軒に割りあ

て新地としました。鷹尾山稲

荷は小高い丘にあり、山手と

呼ばれ、吹浦へ向かう目当て

でした。庚申塔が多く銀杏の

大木があります。

④酒田駅 大正３年開通し

ました。一面が田んぼで砂越

を発った汽車が見えたといわ

れ、西荒瀬村に属していまし

た。谷地で、祖父山、西山を

切り崩し、大量に砂を運んで

整地しました。開通して来年

で１００年になります。

⑤整地記念碑 昭和７年建立の

コンクリート製の大きな記念碑が

あります。全国でも稀にみる大が

かりな飽海郡耕地整備が明治４

３年から行われ、本間家三代の

当主が関わり昭和６年完了。

⑦黒塀ストリート

本間美術館裏から羽州浜

街道への道沿い

⑧福稲荷神社 宝暦４年（１７５４）、天王堂（八雲

神社）と平田の大庄屋尾形庄蔵により濱畑の植

林開拓が始まりました。事業成功を願い、尾形

家の守護神「稲倉魂命」を

濱畑の自分の家の近くに祀った

のが、この稲荷です。何気ない

神社が濱畑の歴史の始まりでし

た。鉄製の枠に入った狐も面白

いです。

⑩福王寺（南千日のお不動さん） ３００年程前に

創祀され、真言宗醍醐派の密教の不動明王をお

祀りし、眼病によく効くとされ、昔は北方の守りとさ

れました。剣の絵馬が沢山奉

納され祈祷の信者さんのお寺

です。本堂の不動明王は庄内

十三仏の一つ、七福神の恵比

寿様もお祀りしています。

⑪国旗掲揚台 この通りは左

右エ門小路とも寺町新道とも言

い、昭和１？（不明）に建立され

た掲揚台があります。雷が落ち、

そのヒビが一面に残っています。

長い間、国旗は掲揚されてい

ないそうです。

⑥福徳稲荷神社（谷地田稲荷） 天保３年（１８３

３）谷地田開発で創建されました。「酒田十景」の江

戸時代の絵はがきにも描かれています。この絵の

鳥海山が今もビルの間から少し見えます。境内に
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興屋の山 濱畑町の小高い丘は「興屋の山」と呼ばれていました。下内町の大庄屋伊東家は、天明年間の大飢饉で多く

の人々が困窮した為、この丘に救済を目的とした家を建て造園などの仕事をさせました。

山田挿遊翁壽碑 「興屋の山」の庭師の中から、名庭師と言われる山田挿遊（天保元年～明治２９年）が現れました。明治

２０年代には「興屋の山」一帯に５０名余りの門人をかかえ、彼らの生活を面倒みました。小山家別荘だった「寄暢亭」、伊藤

家別荘だった「清亀園」、今は見ることができない渡辺家の「屋上庭園」など酒田近郊の庭園を造りました。ここにある山田

挿遊翁壽碑は、門人が尊敬の念を込め明治２８年８月建立しました。現在ここに住む人の殆どが新しく移転して来た方です。

挿遊に子孫はなく、お一人の方が挿遊の流れを汲む代々の庭師として、８２歳の今も現役でいらっしゃいます。

濱畑町の稲荷神社 創建の年代は、はっきりしません。 平成２年に３００年祭をしたそうです。隣に皇大神社があります。

西国三十三所 観世音菩薩 建立の年代は、はっきりしません。言い伝えでは、西国巡礼に行き、それぞれ国の札所の

砂を壺に入れて持ち帰り、それぞれの観世音菩薩の下に埋めたそうです。バラバラに置かれてますが、実はその札所の方

角を向き、琵琶湖を模した泉水跡もあります。「第三番」は珍しい船形にのった千手千眼観世音菩薩です。文化７年（１８１

０）との銘記もあり、年代を知ることができます。船越英一郎と片平なぎさのサスペンスドラマの舞台になりました。

建立の佐之山

庄兵衛の碑が

あります。子供

から大人まで親

しまれた角力取

りでした。




